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※好評につき2026年3月末までにお申し込みの場合に限ります。

セット販売価格：￥176,000を			 	 	 	 	 	
創業１周年特価として、約15％offの￥150,000（税別）
にてご提供いたします。	 	 	 	 	 	 	

「小津安二郎放談」

朝鮮軍報道部作品「君と僕」 「宮本武蔵　一条寺決闘」

「ハワイ・マレー
沖海戦」

「わが愛の記」 盟邦伊太利陸軍航空本部推薦

「八十八年目の太陽」

バタアン・コレヒドール攻略戦「東洋の凱歌」

ヒットラー総統
を感激せしめた
ナチス家庭小説
の日本映画化

独逸ウフア映画
「誓いの休暇」

戦
時
下
の
健
全
娯
楽
と
し
て
最
も
重
大
な
面

を
担
う
映
画
に
於
い
て
劇
映
画
は
深
刻
な
も

の
、暗
い
も
の
が
多
か
っ
た
。『
新
映
画
』
は
、

明
日
は
ま
た
激
し
い
労
働
を
持
っ
て
い
る
人

達
に
と
っ
て
は
見
て
す
ぐ
「
あ
あ
よ
か
っ
た
」

と
か
、「
気
持
ち
が
良
か
っ
た
」
と
か
、
そ

う
言
う
直
感
的
な
感
銘
や
積
極
的
な
明
る

さ
を
提
供
で
き
る
劇
映
画
が
製
作
さ
れ
る
こ

と
を
求
め
た
。
ま
た
、
こ
の
ま
ま
で
は
外
国

映
画
に
勝
て
な
い
と
い
う
強
い
危
機
感
か
ら

監
査
紹
介
雑
誌
を
自
称
し
た
。
雑
誌
と
し
て

の
独
自
の
活
躍
よ
り
も
、
映
画
の
整
備
へ
の

研
究
に
全
力
を
傾
け
た
。
一
般
大
衆
へ
の
影

響
が
強
い
が
ゆ
え
に
国
民
的
文
化
財
に
成
長

し
た
映
画
は
、「
映
画
製
作
は
国
家
本
位
で

あ
れ
」、「
東
亞
共
栄
圏
を
指
導
す
る
映
画
を

作
れ
」
と
い
う
政
府
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
下
、

新
聞
・
ラ
ジ
オ
と
並
ぶ
「
報
道
機
関
」
と
し

て
国
家
の
管
理
下
に
置
か
れ
る
。
映
画
人
た

ち
の
運
命
や
如
何
に
？
激
動
の
５
年
間
に
向

き
合
っ
た
映
画
人
た
ち
の
記
録
。

電子書籍

「
映
画
は
、
激
し
い
労
働
に

疲
れ
た
人
達
の
明
日
の
活

躍
へ
の
慰
安
と
し
て
の
存

在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

「喜劇俳優に就いて」
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統合後の1941年1月創刊号～1945年8月終戦までを3回に分けて復刻。
※販売対象期間：全機関　

◉ 同時アクセス数３の価格　　  ◉ ①・②分売可

戦前戦中期　映画関連復刻版「映画之友」「月刊映画」「演芸と映画」電子書籍にて、続々刊行。 

配信回数 巻数 掲載号 発行年月日 分売 分売価格（税別） セット販売価格（税別）

第1回配信
（全3回）

第1巻 1巻1号～1巻3号 1941年1月1日～1941年3月1日
① ¥99,000 ￥176,000

2026年3月末まで
特価￥150,000

第2巻 1巻4号～1巻6号 1941年4月1日～1941年6月1日

第3巻 1巻7号～1巻10号 1941年7月1日号～1941年9月1日
② ¥99,000

第4巻 1巻11号～2巻2号 1941年10月1日～1941年12月1日

情報局映画課長 「ボルネオの夜」 「川中島合戦」

国民映画「元禄忠臣蔵」
溝口健二監督と
河原崎長十郎

「日本映画の南進策」城戸四郎

松竹・満映提携作品
「蘇州の夜」佐野周二
水戸光子　李香蘭

満映を通じて輸入される
独逸映画三十本

中華映画と藝術映画社の共同製作「珠江」

国策映画脚本
検閲官の座談会

「わが愛の記」
撮影風景

東和商事　
川喜多長政の映画部
解散表明

昭和17年の観客記録「マレー戦記」

① 
情
報
局
映
画
課
長
・
大
物
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー（
後

の
映
画
会
社
会
長
）
ら
へ
の
単
独
取
材
、
香
港
撮
影
行
・

上
海
映
画
界
の
現
状
、
満
映
ニ
ュ
ー
ス
、　

年
度
別
日

本
映
画
・
外
国
映
画
・
短
編
＆
文
化
映
画
ベ
ス
ト
テ
ン
、

映
画
批
評
等
）

②
小
津
安
二
郎
・
野
村
浩
将
・
熊
谷
久
虎
・
内
田
吐
夢
・

マ
キ
ノ
正
博
・
溝
口
健
二
・
小
杉
勇
ほ
か
人
気
映
画
監

督
や
人
気
作
家
（
原
作
者
）
の
製
作
活
動
。

③
片
岡
千
恵
蔵
・
長
谷
川
一
夫
・
大
河
内
伝
次
郎
・
市

川
猿
翁
・
佐
野
周
二
・
田
中
絹
代
・
月
丘
夢
路
・
高
峰

三
枝
子
・
李
香
蘭
・
原
節
子
ほ
か
、
若
き
日
の
人
気
俳

優
の
躍
動
。

④
邦
画
（
新
体
制
映
画
・
国
民
映
画
・
国
策
映
画
・
時

事
映
画
・
文
化
映
画
）
と
洋
画
の
変
遷
が
わ
か
る
。

⑤
映
画
と
政
治
の
関
わ
り
、
映
画
の
持
つ
力
、
翻
弄
さ

れ
る
映
画
業
界
の
内
幕
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

⑥
戦
争
の
激
化
に
伴
い
、
映
画
法
、
国
防
保
安
法
、
治

安
維
持
法
改
正
な
ど
数
々
の
規
制
や
法
の
制
定
と
施
行

の
過
程
、
敗
戦
ま
で
の
激
動
の
５
年
間
の
映
画
業
界
の

情
勢
や
動
向
、
映
画
会
社
の
存
亡
が
わ
か
る
。

⑦
現
地
ロ
ケ
を
通
じ
て
、
中
国
や
南
方
の
当
時
の
社
会

状
況
が
分
か
る
。

電子書籍

kakashi,inc

解
説 

◉ 

佐
崎 

順
昭

独
立
行
政
法
人
国
立
美
術
館

国
立
映
画
ア
ー
カ
イ
ブ 

映
画
研
究

『
新
映
画
』
は
、
映
画
出
版

社
が
第
二
次
世
界
大
戦
中
に

５
年
間
だ
け
出
版
し
た
映
画

の
整
備
へ
の
研
究
に
全
力
を

傾
け
た
監
査
紹
介
雑
誌
。

『
映
画
フ
ァ
ン
』・  

『
新
映
画
』 

・ 『
映
画
之
友
』『
映
画
フ
ァ
ン
』

『
キ
ネ
マ
』 ・『
ス
タ
ア
』
の
５

誌
が
戦
時
統
制
に
よ
っ
て
統

合
さ
れ
て 『
新
映
画
』
と 『
映

画
之
友
』 

の
２
誌
が
新
た
に

創
刊
。

１
９
４
４（
昭
和
19

）年
１
月 

に『
映
画
之
友
』を
統
合
さ
れ
、 

１
９
４
５（
昭
和
20
）12
月
で

休
刊
と
な
る
。市
川
猿
翁
・
高

峰
三
枝
子
・
佐
野
周
二
・
入

江
た
か
子
・
森
雅
之
・
田
中

絹
代
・
月
丘
夢
路
・
桑
野
通
子
・

原
節
子
・
水
戸
光
子
・
小
暮

実
千
代
・
三
宅
邦
子
・
轟
夕

起
子
そ
し
て
、
李
香
蘭 

ほ
か
、

若
き
日
の
人
気
俳
優
の
躍
動
。


